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武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

北
海
道
・
壮
瞥
町
に
お
け
る

中
学
校
武
道
授
業
（
剣
道
）
の
実
践
報
告

壮
瞥
町
教
育
委
員
会

　

壮
瞥
町
は
北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
す
る
人
口
２
４
９
０
人
（
平
成
31
年

３
月
末
）
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
先
住
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
ひ
と
が
、

洞
爺
湖
の
水
が
唯
一
流
出
し
、
落
下
す
る
勇
壮
な
滝
を
見
て
、
滝
（
ソ
ー
）

の
あ
る
川
（
ベ
ツ
・
ペ
ツ
）
と
呼
ん
だ
こ
と
が
地
名
の
語
源
と
さ
れ
て
い
る
。

特
別
天
然
記
念
物･

昭
和
新
山
の
あ
る
町
、
大
相
撲
の
第
55
代
横
綱
北
の
湖

の
出
身
地
で
も
あ
る
。
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
鉄
鉱
石
や
硫
黄
を
産
出
す
る

鉱
業
も
盛
ん
で
、
昭
和
33
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
人
口
が
８
０
０
０
人
を
超

え
、
中
学
校
も
５
校
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
海
外
か
ら
の
原
料
の
輸
入
、
産
業

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
鉱
山
は
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
人
口
は
急
減
し
た
。
現
在

は
農
業
と
観
光
、
医
療
・
福
祉
が
主
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

昭和新山と三松正夫像
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い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
元
立
ち
の

人
数
の
確
保
で
あ
る
。
生
徒
に
は
、
素

振
り
で
竹
刀
操
作
、
手
の
内
な
ど
を
指

導
す
る
が
、
実
際
に
防
具
を
着
け
て
稽

古
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
薪
割
り
剣

法
」
に
な
っ
て
力
の
入
っ
た
打
突
に
な

る
例
が
散
見
さ
れ
た
。
中
学
生
と
も
な

れ
ば
力
も
強
く
、
最
初
か
ら
生
徒
同
士

で
打
突
さ
せ
る
こ
と
は
、
ケ
ガ
（
特
に

小
手
）
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
懸
念
さ

れ
る
。

　

ま
ず
、段
階
的
に
、指
導
者
（
４
名
） 剣道授業の様子

防具の着装は、指導者がアドバイスすることによって時間の短縮に努める

　

壮
瞥
町
内
中
学
校
の
武
道
授
業
の
時

間
数
は
、
１
学
年
、
年
間
６
時
間
で
あ

る
。
こ
の
配
当
さ
れ
た
時
間
割
の
な
か

で
、
生
徒
に
何
を
伝
え
、
何
を
学
ん
で

も
ら
う
か
、「
壮
瞥
中
学
校
方
式
」
の

検
討
が
迫
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
下
に
あ
る
壮

瞥
竹
友
会
、
久
保
内
剣
友
会
に
講
師
派

遣
が
要
請
さ
れ
た
。
生
徒
数
の
少
な
い

久
保
内
中
学
校
は
、
ひ
と
り
の
講
師
が

担
当
。
壮
瞥
中
学
校
は
、
外
部
講
師
３

名
と
初
段
の
体
育
教
師
の
計
４
名
の
指

導
体
制
と
し
た
。

　

複
数
の
指
導
体
制
を
と
る
理
由
は
２

点
あ
り
、
ひ
と
つ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
、
初
め
て
剣
道
を
体
験
す
る
。
そ

の
な
か
で
、
礼
儀
作
法
、
所
作
、
竹
刀

の
握
り
方
、
足
さ
ば
き
、
素
振
り
、
防

具
の
着
装
、
技
の
練
習
な
ど
の
指
導
項

目
が
多
数
あ
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
で

3

指
導
体
制
の
構
築

授
業
へ
の
興
味
・
意
欲
を
失
墜
さ
せ
た

く
な
い
、
落
ち
こ
ぼ
れ
る
生
徒
を
つ
く

ら
な
い
配
慮
が
必
要
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。

　

例
え
ば
、
防
具
の
着
装
の
「
し
ば

る
」
行
為
に
困
惑
す
る
生
徒
が
い
た
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
の
脱
着
に
慣
ら
さ
れ
た
現

代
っ
子
に
は
、
ヒ
モ
を
し
ば
る
こ
と
が

難
し
い
ら
し
い
。
こ
こ
で
時
間
を
費
や

す
と
、
授
業
の
進
行
に
も
影
響
が
で

る
。
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
学
習
能

力
の
高
い
中
学
生
世
代
は
、
す
ぐ
マ
ス

タ
ー
す
る
。
戸
惑
っ
て
い
る
仲
間
が
い

る
と
、
お
互
い
に
教
え
て
い
る
生
徒
も

い
る
。
分
か
ら
な
い
し
、
誰
も
教
え
て

く
れ
な
い
か
ら
剣
道
の
時
間
は
嫌
い

だ
、
と
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要

と
感
じ
た
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド

バ
イ
ス
が
、
剣
道
授
業
の
興
味
を
持
続

さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

1

壮
瞥
町
の
剣
道

　

壮
瞥
町
の
剣
道
は
、
昭
和
33
年
４

月
、
久
保
内
地
区
に
ひ
と
り
の
警
察
官

が
着
任
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
と
し
て
、「
久
保
内
剣
友
会
」
が
創

立
さ
れ
た
こ
と
を
嚆こ
う

矢し

と
す
る
。
そ
の

10
年
後
、
役
場
所
在
地
の
滝
之
町
地
区

に
、「
壮
瞥
竹
友
会
」
が
設
立
さ
れ
る
。

両
団
体
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢

磨
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
準
優
勝
す

る
な
ど
、
北
海
道
の
強
豪
チ
ー
ム
に
育

ち
、「
剣
道
の
町
・
壮
瞥
町
」
と
し
て

町
内
外
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

こ
と
、
保
護
者
に
は
、
竹
刀
と
日
本
手

ぬ
ぐ
い
を
用
意
し
て
も
ら
う
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
協
議
の
結
果
は
、
そ
の
歴

史
や
諸
般
の
環
境
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
て
、
武
道
授
業
と
し
て
剣
道
を
採
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2

武
道
授
業
で
剣
道
を
採
用

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
中
学
校
の
体

育
の
時
間
に
武
道
が
必
修
科
目
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
町
内
で
は
、
教
育

委
員
会
と
中
学
校
（
当
時
２
校
、
平
成

29
年
４
月
久
保
内
中
学
校
は
壮
瞥
中
学

校
に
統
合
）
で
採
用
す
る
武
道
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
安
全
性
、
指
導

者
の
確
保
、
保
護
者
の
費
用
負
担
な
ど

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

　

剣
道
は
適
切
な
指
導
の
下
で
は
、
安

全
性
が
高
い
武
道
で
あ
る
こ
と
、
壮
瞥

町
に
は
高
段
位
を
も
つ
指
導
者
が
揃
っ

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、

剣
道
は
お
金
が
か
か
る
と
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
防
具
は
教
育
委
員
会
が
予

算
措
置
し
、
各
学
校
の
生
徒
の
分
を
学

校
備
品
と
し
て
用
意
す
る
こ
と
、
着
衣

は
日
常
着
用
し
て
い
る
体
育
着
と
す
る

　

武
道
授
業
開
始
当
時
、
町
内
に
は
中

学
校
が
２
校
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学

校
の
最
大
学
年
生
徒
数
を
勘
案
し
、
30

組
の
剣
道
具
と
面
用
の
ア
イ
ガ
ー
ド
が

用
意
さ
れ
た
。
そ
れ
に
要
し
た
費
用
は

46
万
８
３
０
０
円
で
あ
っ
た
。 壮瞥町立壮瞥中学校
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壮
瞥
中
学
校
で
は
、
平
成
30
年
度
の

３
年
生
14
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
質
問
は
５
問
あ
り
、
最
後
に

自
由
記
入
の
感
想
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
１
問
の
、「
剣
道
に
興
味
や
親
し

み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？
」

に
つ
い
て
は
、14
名
中
13
名
が「
は
い
」

と
答
え
て
い
る
。

　

第
２
問
の
、「
授
業
協
力
者
（
専
門

家
）
の
先
生
に
指
導
を
受
け
て
ど
う
感

じ
ま
し
た
か
？
」
に
つ
い
て
は
、「
絶

対
に
い
た
方
が
よ
い
」
が
６
名
、「
い

た
方
が
よ
い
」
が
８
名
。
そ
の
理
由
と

し
て
、「
悪
い
フ
ォ
ー
ム
の
時
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
れ
て
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
か
ら
」「
し
せ
い
と
か
が
悪
か
っ
た

ら
す
ぐ
教
え
て
く
れ
る
か
ら
」「
た
く

さ
ん
練
習
で
き
る
か
ら
」「
色
々
な
こ

と
を
お
そ
わ
れ
る
か
ら
」「
身
近
に
専

門
家
が
い
る
こ
と
で
す
ぐ
に
修
正
点
を

見
つ
け
ら
れ
る
か
ら
」「
分
か
り
や
す

く
、
色
々
な
う
ち
を
お
ぼ
え
や
す
い
」

「
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
た
」「
お
て
ほ

ん
に
な
っ
て
く
れ
る
か
ら
」「
わ
か
り

や
す
い
た
め
」「
経
験
者
が
い
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
」
と
記

入
さ
れ
て
い
た
。

　

第
３
問
の
、「
剣
道
は
、
実
際
や
っ

て
み
て
ど
う
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た

か
？
」
に
つ
い
て
は
（
複
数
回
答
可
）、

「
面
白
い
」
９
名
、「
強
く
な
れ
そ
う
」

５
名
、「
礼
儀
を
重
ん
じ
る
」
６
名
、「
歴

史
、
伝
統
を
感
じ
る
」
６
名
、「
か
っ

こ
い
い
」
５
名
、「
集
中
す
る
」
２
名
。

そ
の
他
で
は
、「
じ
ゅ
ん
び
が
た
い
へ

ん
」「
楽
し
い
」「
ぜ
ん
そ
く
が
ひ
ど
く

な
る
」
な
ど
の
記
述
が
あ
っ
た
。

　

第
４
問
の
、「
日
本
の
伝
統
的
な
考

え
方
や
態
度
が
剣
道
の
学
習
の
な
か
で

身
に
つ
い
た
と
感
じ
ま
す
か
？
」
に
つ

い
て
は
、
14
名
全
員
が
「
学
べ
た
」
と

回
答
し
た
。「
特
に
ど
ん
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
か
？
」（
複
数
回
答
可
）
に

つ
い
て
は
、「
礼
を
重
ん
じ
る
心
」
８

名
、「
公
平
、
公
正
な
態
度
や
正
義
を

重
ん
じ
る
心
」
２
名
、「
仲
間
へ
の
思

い
や
り
の
心
」
４
名
、「
苦
し
い
こ
と

か
ら
逃
げ
な
い
心
」
１
名
、「
勇
気
」

３
名
、「
自
信
」
１
名
、「
我
慢
す
る
心
」

２
名
、「
感
謝
の
心
」
３
名
、「
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
」
７
名
、「
目
標
に
向
か

っ
て
粘
り
強
く
行
動
す
る
心
」
３
名
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
５
問
の
、「
剣
道
を
来
年
度
も
学

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
」
に
つ

い
て
は
、「
や
っ
て
み
た
い
」
６
名
、「
で

き
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
」
５
名
、「
あ

ま
り
や
り
た
く
な
い
」３
名
で
あ
っ
た
。

「
武
道
（
剣
道
）
の
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
や
感
想
を
書
い
て
下
さ
い
」
の
自
由

筆
記
（
原
文
マ
マ
）
で
は
、「
１
年
生

の
時
は
、
全
然
で
き
な
か
っ
た
り
、
わ

か
ら
な
か
っ
た
ル
ー
ル
と
か
も
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
し
、
も
っ
と
色
々
な
技

を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
18
時
間
、
剣
道
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
！
」「
勝
つ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
と
て
も
楽
し
か

5

剣
道
授
業
の
生
徒
の
反
応

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
）

に
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の

技
、
応
じ
技
、
生
徒
同
士
の
稽
古
（
互

角
稽
古
）

６
時
間
目　

ま
と
め
、
試
合
稽
古

３
年
生

１
時
間
目　

礼
儀
作
法
、
基
本
姿
勢
、

構
え
、
足
さ
ば
き
、
素
振
り
、
剣
道
具

の
着
装
練
習

２
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
一
本
打
ち
の
技
、
二
・
三
段
打
ち
の

技
、
応
じ
技
、
打
ち
込
み
稽
古

３
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
切
り
返
し
、
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の
技
、
応
じ
技
、
生
徒
同
士

の
稽
古
（
技
の
復
習
）、
指
導
者
に
対

し
て
打
ち
込
み
稽
古

４
時
間
目　

素
振
り
、
生
徒
が
お
互
い

に
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の

技
、
応
じ
技
、
生
徒
同
士
の
稽
古
（
互

角
稽
古
）、
指
導
者
に
対
し
て
打
ち
込

み
稽
古

５
時
間
目　

４
時
間
目
と
同
じ
内
容

６
時
間
目　

ま
と
め
、
試
合
稽
古

が
元
立
ち
と
な
っ
て
、
指
導
し
な
が
ら

生
徒
同
士
の
稽
古
に
移
行
す
る
方
法
が

適
切
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
幸
い
に

し
て
、
指
導
者
の
確
保
が
で
き
る
環
境

が
あ
っ
た
。
現
在
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
の
は
、
教
士
七
段
２
名
、
錬
士
六
段

３
名
、六
段
１
名
、五
段
１
名
で
あ
る
。

退
職
者
の
筆
者
が
毎
回
出
席
し
、
他
の

６
名
は
現
職
で
あ
る
の
で
、
仕
事
の
予

定
を
勘
案
し
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
も
ら
い
、
出
席
し
て
い
る
。
６
名

の
う
ち
、
４
名
は
役
場
職
員
、
他
の
２

名
は
高
校
の
事
務
職
員
と
消
防
職
員
で

あ
る
。
職
場
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、「
職
務
専
念
義
務
免
除
」
の
扱
い

に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

授
業
の
時
期
は
11
月
上
旬
。
午
前
中

に
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
３
回
連
続

し
て
行
わ
れ
る
。
平
成
30
年
度
の
各
学

年
の
在
籍
数
は
、
１
年
生
22
名
、
２
年

生
20
名
、３
年
生
18
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

６
時
間
の
授
業
を
通
じ
て
、
有
効
打

突
（
一
本
の
技
）
を
打
て
る
よ
う
、
工

夫･

学
習
・
努
力
す
る
こ
と
。
そ
の
な

か
で
、
礼
儀
作
法
・
所
作
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
や
感
謝
の

心
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

生
徒
は
授
業
開
始
前
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

な
ど
で
準
備
運
動
を
終
え
る
。
授
業
開

始
の
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
、
正
座
し
、

生
徒
代
表
の
発
声
で
黙
想
し
、
心
を
落

ち
着
か
せ
る
。
体
育
館
で
の
授
業
で
あ

る
が
、
出
入
り
の
際
は
指
導
者
が
一
礼

す
る
の
を
見
て
、
生
徒
も
自
発
的
に
励

行
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

体
育
担
当
教
諭
が
、
開
始
に
あ
た
り

注
意
事
項
と
当
日
の
講
師
を
紹
介
す

る
。
次
に
外
部
講
師
の
主
任
が
、
そ
の

日
の
授
業
の
内
容
と
進
め
方
を
説
明

し
、
実
技
に
入
る
。
授
業
の
目
標
で
あ

る
有
効
打
突
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
段

階
で
説
明
す
る
。「
充
実
し
た
気
勢（
気

合
い
）」、「
適
正
な
姿
勢
」、「
竹
刀
の

打
突
部
で
」、「
打
突
部
位
を
」、「
刃
筋

正
し
く
」、「
残
心
」
な
ど
を
墨
書
し
、

生
徒
が
意
識
す
る
よ
う
に
壁
に
掲
示
し

て
い
る
。

　

次
に
、
授
業
計
画
を
紹
介
し
た
い
。

１
年
生

１
時
間
目　

剣
道
の
歴
史
、
礼
儀
作
法

（
座
礼
、
立
礼
）、
模
擬
刀
を
示
し
、
竹

刀
に
つ
い
て
説
明
、
基
本
姿
勢
、
竹
刀

の
扱
い
方･

握
り
方
・
構
え
、
足
さ
ば

き２
時
間
目　

素
振
り
（
上
下
振
り
、
正

面
打
ち
、
左
右
面
打
ち
）
手
刀
に
よ
る

打
ち
込
み
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
と
送
り

足
の
練
習
、
剣
道
具
の
着
装
及
び
面
タ

オ
ル
の
か
ぶ
り
方
練
習

３
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
一
本
打
ち
の
技
（
面
・
小
手
・
胴
）、

二･

三
段
打
ち
の
技
（
小
手
～
面
、
面

～
面
、
小
手
～
胴
、
小
手
～
面
～
胴
）

４
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の

技
、
応
じ
技
（
小
手
抜
き
面
、
面
抜
き

胴
、
面
返
し
胴
、
出
ば
な
小
手
）

５
時
間
目　

素
振
り
、
４
時
間
目
の
復

習
、
指
導
者
に
対
し
て
打
ち
込
み
稽
古

６
時
間
目　

ま
と
め
、
生
徒
同
士
の
稽

古
（
技
の
復
習
）、
試
合
稽
古

２
年
生

１
時
間
目　

礼
儀
作
法
、
基
本
姿
勢
、

竹
刀
の
扱
い
方
・
握
り
方
、
構
え
、
剣

道
具
の
着
装
及
び
面
タ
オ
ル
の
か
ぶ
り

方
練
習

２
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の

技
、
打
ち
込
み
稽
古

３
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の

技
、
応
じ
技
、
指
導
者
に
対
し
て
打
ち

込
み
稽
古

４
時
間
目　

素
振
り
、
指
導
者
に
対
し

て
一
本
打
ち
の
技
、
二･

三
段
打
ち
の

技
、
応
じ
技
、
生
徒
同
士
の
稽
古
（
技

の
復
習
）、
指
導
者
に
対
し
て
打
ち
込

み
稽
古

５
時
間
目　

素
振
り
、
生
徒
が
お
互
い

4

武
道
授
業
計
画
と
実
践
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ま
と
め

　

わ
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
剣
道

を
、
Ｉ
Ｔ
世
代
の
現
代
っ
子
が
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
期
待

と
不
安
が
交
錯
す
る
な
か
、
授
業
は
始

ま
っ
た
。
中
学
生
は
興
味
を
示
し
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
担
当
教
師

が
剣
道
授
業
へ
の
適
切
な
動
機
づ
け
を

し
て
く
れ
た
こ
と
、
生
徒
と
外
部
講
師

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ

っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

　

生
徒
同
士
の
自
由
稽
古
の
と
き
、

「
お
前
、
何
で
そ
ん
な
に
強
く
打
つ
ん

だ
！
」「
痛
か
っ
た
か
！　

ご
め
ん
、

ご
め
ん
」。そ
ん
な
会
話
が
聞
こ
え
る
。

少
子
化
が
進
行
す
る
社
会
で
、「
兄
弟

げ
ん
か
」
は
過
去
の
懐
か
し
い
想
い
出

と
し
て
風
化
し
た
。
身
近
で
相
手
の
痛

み
を
知
る
機
会
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

剣
道
は
対
人
競
技
で
あ
り
、
相
手
な

し
で
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
相
手
を
打

突
し
な
が
ら
自
ら
の
技
能
を
習
熟
し
て

い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
へ
の
尊
敬

や
感
謝
の
気
持
ち
を
堅
持
す
る
こ
と
が

大
前
提
と
考
え
る
。
痛
み
を
知
る
、
相

手
へ
の
尊
敬
・
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
。
こ
れ
も
剣
道
授
業
に
期
待
さ
れ

る
効
果
で
あ
ろ
う
。

　

礼
儀
、
気
勢
、
間
合
い
、
残
心
。
こ

れ
ら
は
実
社
会
で
も
応
用
で
き
る
。
国

際
化
が
進
展
す
れ
ば
、
そ
の
国
の
伝
統

文
化
へ
の
理
解
度
が
問
わ
れ
る
。
筆
者

は
こ
の
２
年
間
、
中
国
企
業
の
職
員
研

修
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
剣
道

体
験
」
の
お
手
伝
い
を
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
劇
画
の
影
響
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
真
摯
な
研
修
態
度
に
は
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ
て
み
た
い
と
い
う
切
な

る
興
味
を
感
じ
さ
せ
た
。
中
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
未
知
の
剣
道
と
の
出

会
い
に
、
好
意
的
、
前
向
き
な
回
答
が

多
か
っ
た
。

　

剣
道
授
業
が
始
ま
っ
て
ま
だ
７
年
で

あ
る
が
、
剣
道
授
業
に
は
大
き
な
可
能

性
と
効
果
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
地

域
の
人
的
資
源
を
活
用
し
、
中
学
校
の

剣
道
授
業
に
協
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

壮
瞥
中
学
校
武
道
授
業
外
部
講
師

谷
岡
康
徳

っ
た
し
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
目
標

に
向
か
っ
て
つ
き
進
む
こ
と
を
学
ん
だ

気
が
し
た
」「
中
学
校
に
入
っ
て
初
め

て
剣
道
を
や
っ
た
け
ど
、
思
っ
て
い
た

よ
り
楽
し
か
っ
た
」「
久
し
ぶ
り
の
剣

道
だ
っ
た
け
れ
ど
、
意
外
と
覚
え
て
い

て
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

あ
ん
ま
り
や
ら
な
い
足
と
か
だ
っ
た
け

れ
ど
、
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
。
礼
儀

さ
ほ
う
な
ど
剣
道
で
学
ん
だ
こ
と
を
し

っ
か
り
こ
の
後
い
か
し
て
い
き
た
い
で

す
」「
剣
道
の
も
と
は
刀
だ
と
い
う
こ

と
か
ら
、
意
外
と
本
物
の
刀
で
も
使
う

技
な
ど
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
３
年
間
計
18

時
間
や
っ
て
み
て
、
礼
ぎ
さ
ほ
う
や
残

心
の
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
す
こ

し
で
も
や
く
だ
て
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
」「
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
あ
ま

り
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
１
～
２
年

生
の
と
き
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
戦
っ

て
い
る
相
手
に
も
礼
を
重
ん
じ
て
、
試

合
を
行
っ
て
い
て
、
相
手
を
尊
敬
し
な

が
ら
や
る
競
技
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
」「
剣
道
の
歴
史
や
ル
ー
ル
を
学
ん

だ
。
あ
い
さ
つ
な
ど
を
し
っ
か
り
し
よ

う
と
思
っ
た
」「
剣
道
は
や
っ
て
み
て

楽
し
か
っ
た
」「
相
手
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
、
礼
儀
正
し
く
で
き
た
の

が
よ
か
っ
た
で
す
」「
１
本
が
入
っ
て

も
そ
の
あ
と
の
体
勢
や
相
手
の
心
を
思

う
こ
と
が
な
い
と
１
本
に
な
ら
な
い
の

は
す
ご
く
い
い
と
思
っ
た
」「
相
手
が

い
た
い
か
ら
防
具
の
と
こ
ろ
を
う
た
な

い
と
だ
め
だ
と
思
っ
た
。
し
せ
い
を
正

し
く
す
る
の
が
大
事
」
な
ど
と
記
述
さ

れ
て
い
た
。




